
第２学年Ｃ組 国語科学習指導案

授 業 者 小松田 ひかり
研 究 協 力 者 阿部 昇，成田 雅樹
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１ 単元名 せつ明のしかたに気をつけて読もう ～しかけカードの作り方～

２ 子どもと単元
(1) 子どもについて

生活科の学習で，簡単に作ることのできる折り紙のおもちゃを作って楽しく遊んだ。隣の
学級の友達にも作ってほしいと，作り方の説明書を書いて渡したが，それを読んだ隣の学級
の友達は，作り方が分からず正しく作ることができなかった。なぜ，自分が伝えたものがう
まく伝わらなかったのか，疑問を感じ始めた子どもたちである。
これまで，分かりやすく説明するという視点で説明文を読む経験をしている。１年生で学

習した説明文「どうぶつの赤ちゃん」では，対応する叙述に着目して読み，対比的説明をす
ることによって違いが明確になるという効果に気付くことができた。２年生では，「たんぽ
ぽのちえ」の学習で，時を表す言葉によって時間的な順序がとらえやすくなる効果を学習し
た。書き方の説明を考えながら読む経験はしているが，読み手として，説明の仕方の工夫が
あることで，「分かりやすい」「助かる」等とよさを実感するところまでは至っていない。

(2) 単元について
教材文「しかけカードの作り方」は，僅か４ページの中に，様々な説明の工夫がなされて

いる。中でも主な工夫とそのよさは，次の５点であると考える。①見出しや箇条書きによっ
て，一目でとらえることができること。②写真が叙述の説明を補う役割をしていること。ま
た，完成の見通しをもつことができること。③順序を表す言葉によって，作業手順がとらえ
やすいこと。④具体的数値によって，失敗を防ぐことができること。⑤注意点を示すことに
より，失敗を事前に防ぐことができること。これらの説明の工夫は，何気なく読んでいると
気に止めることもないと思われるが，意識的に見ることによって，自分が説明する側になっ
たときにも取り入れることが可能な技法となる。
本教材のこうした特徴を踏まえ，本単元では，筆者の書き方の工夫やよい点・不十分な点

を考えながら読むという資質・能力を高めることを目指す。

(3) 指導について
本単元ではぐくむ資質・能力を高めるために，具体的数値，注意点，写真と対応する叙述

等に着目し，その言葉があるときとないときを比べることを通して，分かりやすい説明の工
夫とそのよさを考えるという「見方・考え方」を働かせる。
本単元の前に，試しに説明書を書く時間を設定する。書いた説明書を他学級の友達に読ん

でもらい，読み手に伝わる説明が十分でないことを実感する機会を設けることで，必要感を
もって教材文と向き合うことができるようにする。より相手に伝わる説明書を書いて教えた
いという子どもから出てきた課題意識をもとに，目的意識をもって教材文「しかけカードの
作り方」から工夫を見付けられるよう学びの意欲を高めていきたい。
分かりやすい説明の工夫とその効果を考える時間には，曖昧な言葉で書かれた場合と比較

したり，写真を使った説明と文だけで説明した場合とを比べたりすることで違いを明らかに
していく。「ないと困る」「あると助かる」という目でも読み始めた子どもたちに，さらに
工夫はないかと投げかける。「こうすると～してしまいます。」という表現に触れた発言を
取り上げて，もし工夫だとするならどんな効果があるか問う。着目した叙述がある場合とな
い場合という比較の目を使って思考する場となるはずである。置き換えて比べる，無い場合
と比べるという，言葉との向き合い方のよさを実感し，次の学びに活かす子どもの姿へつな
げたい。

３ 単元の目標〈記号は本校の資質・能力表による〉
(1) 作り方を説明する語句の意味を理解し，順序を表す言葉に着目して作業手順をとらえなが
ら読む。 〈C-3・21〉

(2) 写真，具体的数値，注意点を示す叙述等に着目し，分かりやすく説明するための工夫につ
いて，その効果を考えながら読むことができる。 〈C-33〉

(3) 作り方を説明する文章に関心をもち，分かりやすく説明するための工夫に興味をもって読
もうとしている。 〈C-33・65〉



４ 単元の構想（総時数７時間）※「見方・考え方」を働かせた学習活動

時 学習活動 教師の主な支援 評価〈本校の資質・能
間 力との関連〉

１ (1) 教材文を読み， ・ 目的意識をもって教材文と ・ 作り方を説明
感想を交流してか 向き合うことができるよう する文章だとい
ら，学習課題と学 に，本単元の前に自分が書い うことを踏まえ
習計画を立てる。 た説明書と教材文を見比べる て，これから学

時間を設ける。また，もう一 習したいことを
度，相手に伝わる説明書を書 書いている。
いて教えたい等の子どもから 〈C-65〉
出てきた課題意識をもとに，
次の単元で説明書を書くこと
を確認することで，目的意識
をもって工夫を見付けられる
ようにする。

学習課題
「しかけカードの作り方」のわかりやすいせつ明の

くふうを見つけよう。

２ (2) 教材文を読みな ・ 教材文を読みながらしかけ ・ 教材文を読み
がら，しかけカー カードを作る際に生まれた失 ながらしかけカ
ドを作る。 敗を次時の学習に生かすこと ードを作り，気

ができるように，作ったカー 付いたことを話
ドを見合って，気付いたこと している。
を出し合う時間を設ける。 〈C-65〉

３ (3) 説明に使われて ・ 各段落に書かれている内容 ・ 説明に使われ
いる言葉の意味を を正しく読み取ることができ ている言葉の意
確認しながら，〈作 るように，前時に作ったしか 味を理解し，作
り方〉を読む。 けカードの失敗例を提示し， り方を読み取っ

読み落とした叙述はどこか問 ている。
いかける。 〈C-21〉

４ (4) 前書きと，〈ざ ・ 写真があることの効果や箇 ・ 写真が提示さ
いりょうとどうぐ〉 条書きの効果について考える れている工夫や
の工夫とその効果 ことができるように，写真が 箇条書きの工夫
を考える。 ない場合や箇条書きでない叙 とそのよさを考

〈予想される子どもの反応〉 述と比較して考える時間を設 えている。
・ 写真があると完成し 定する。 〈C-33〉
たイメージがもてる。

５ (5) 〈作り方〉〈つ ・ 順序を表す言葉を用いた書 ・ 順序を表す言
・ かい方〉の工夫と き方の効果に気付くことがで 葉がある工夫や，
６ その効果を考える。 きるように，「そして」だけ 写真が文章と対
本 〈予想される子どもの反応〉 でつないだ文章と比較したと 応している工夫
時 ・ 「まず」「つぎに」等 きの違いを話し合う場を設定 とそのよさを考

がある方が，順序が分 する。 えている。
かりやすいな。 ・ 注意点を説明する工夫の効 〈C-3・21・33〉

・ 注意点がないと，失 果を考えることができるよう ・ 具体的数値を
敗してしまう。あると に，「注意点が書かれている 示す工夫や，注
失敗を防ぐことができ ことでどんなよさがあるか」 意点を示す工夫
る。 と問いかける。 とそのよさを考

えている。
〈C-33〉

７ (6) 本単元で見付け ・ 本単元で見付けた工夫とそ ・ 分かりやすい
た説明の工夫をま の効果を再認識することがで 説明の工夫やそ
とめる。 きるように，教材文と自分が の効果に触れな

書いた説明書を読み比べる活 がら，本単元の
動を設定する。 学習についてふ

り返りを書いて
いる。

〈C-33〉

じゅんじょに気をつけて読もう ～たんぽぽの ちえ～

分かりやすくせつめいしよう ～おもちゃの作り方～（第１時のみ）

分かりやすくせつめいしよう ～おもちゃの作り方～
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５ 本時の実際（６／７）
(1) ねらい 具体的数値を示す叙述や注意点についての叙述に着目し，分かりやすく説明す

るための工夫について話し合うことを通して，その効果を考える。 〈C-33〉

(2) 展開

時間 学習活動 教師の支援 評 価

（・は予想される子どもの姿）

３分 ① 学習問題を確認する。 ・ 目的意識を高めて新しく工夫を見付ける活動に向
・ 説明の工夫を見付けて今度は かうことができるように，説明がうまく書けなかっ
分かりやすく書きたいな。 たことや，見付けた工夫を活用することを再確認す

・ 順序を表す言葉や写真の工夫 る。
の他にどんな工夫があるのだ

ろう。

学習問題
〈作り方〉には，どのようなせつ明のくふうがあるのかな。

37分 ② 〈作り方〉の説明の工夫 ・ 長さが数値で書かれていることに着目できるよう
を出し合い，そのよさにつ に，切り込みの長さが長すぎるカードや短すぎるカ
いて話し合う。 ードを必要に応じて見られる失敗例コーナーを用意

【④段落】 する。
工夫 ・ 一人一人が工夫を探すことを経験し，それを活か
・ 工夫は「４センチメートル」 して他の工夫を探すことができるように，段落を限
「３センチメートルぐらい」 定して工夫となる叙述を探す時間を設定する。
かな。 ・ 具体的数値が書かれていることによって，長すぎ

・ 長さが詳しく書かれているか たり短すぎたりせず失敗しないでできるというよさ
ら工夫だと思う。 に気付かせたい。数字で書いてあることが工夫だと

よさ 気付いた段階で，曖昧な言葉で書かれた場合と比較
・ 数字で教えているから，切り し，気付いたことを話し合う時間を設ける。
込みを切りすぎたり，短すぎ

たりしない。

・ 数字で教えると，失敗しない。

【⑦段落】 ・ 注意点が書かれていると失敗しないで作ることが
工夫 できるという効果について考えることができるよう
・ 「かざりが大きすぎると，は に，「注意点が書かれていることでどんなよさがあ
み出してしまいます。」「小さ るか」と問いかける。
すぎる台が見えてしまいま ・ 注意点が無いと失敗をしてしまうことが実感を伴
す。」が工夫だと思う。 った理解になるように，注意点が書かれていなかっ

・ 注意を書いている工夫だ。 たらどうなるか考える時間を設け，失敗例のカード
よさ を提示する。
・ 注意点が書かれていなかった ・ 失敗例を示した注意点の書き方を説明書を書くと
らはみ出したり，台が見えた きに生かすことができるように，「しまいます」と
りしてしまうけれど，注意点 いう叙述に着目し，どんな場面で使う言葉か，どん
が書いてあると，気を付けな な意味があるかを確かめる時間を設ける。
がら作ることができる。 ・ 見付けた工夫とそのよさを，今後も生かせるよう

・ 注意点が書いてあると，失敗 に，短い言葉でまとめる時間を設定する。
しないで上手にできる。

５分 ③ 学習をふり返る。 ・ 見付けた工夫を生かそうとする意識がもてるよう
・ 数字で教えると，失敗しない に，これから説明書を書く際に使いたい工夫はどれ
と分かったので，この工夫を か問いかける。
使いたい。

・ 注意点を書くと，失敗しない 具体的数値や注意点を示す工夫に気付き，その工
で作れるということが分かっ 夫があることで失敗を防ぐことができるというよさ
たので，説明書に書きたい。 について考えて，書いたり話したりしている。

〈C-33〉（発言・ノート）
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